
弱
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
民
を
核
保
有
国
ロ
シ
ア
軍
が
無
差
別
に
殺
し
て
い
る
。

２
月
下
旬
に
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
っ
て
以
来
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
約
７
７

０
万
人
が
国
内
避
難
民
に
な
り
、約
５
５
０
万
人
が
国
外
に
逃
げ
て
難
民
に
な
っ
て
い
る
。

故
相
馬
雪
香
先
生
と
い
ち
早
く「
難
民
を
助
け
る
会
」を
立
ち
上
げ
た
吹
浦
忠
正
さ
ん
は
、

「
難
民
」と
い
う
言
葉
は
朝
鮮
戦
争
時
に
使
わ
れ
た
避
難
民
と
い
う
言
葉
に
由
来
す
る
と

聞
い
て
い
る
。

朝
鮮
戦
争
は
い
ろ
ん
な
歴
史
を
残
し
た
。

国
連
軍
が
す
ぐ
に
参
戦
し
、13
か
国
か
ら
１
２
０
余
り
の
外
国
人
民
間
援
助
団
体
が
来
て

救
援
活
動
を
始
め
、連
合
会KAVA(Korean Association Voluuteer Agency )

は

戦
後
の
破
壊
さ
れ
た
韓
国
を
復
興
さ
せ
る
原
動
力
と
な
っ
た
。

朝
鮮
戦
争
で
父
が
行
方
不
明
に
な
り
、夜
盲
症
で
一
寸
先
は
闇
だ
っ
た
私
に
、米
国CCF

(

キ
リ
ス
ト
教
児
童
福
利
会)

の
里
親
か
ら
届
い
た
卓
球
セ
ッ
ト
の
贈
り
物
は
希
望
を
も
た

ら
し
た
。

あ
る
日
、共
生
園
の
部
屋
に
孵
化
器
が
あ
っ
た
。卵
を
鶏
に
し
て
食
べ
る
た
め
だ
っ
た
。

海
辺
で
は
、自
分
の
頭
の
５
倍
ほ
ど
の
大
き
な
石
を
50
セ
ン
チ
間
隔
で
並
べ
て
カ
キ
の
養
殖

を
し
た
。農
村
で
は
、子
ど
も
が
い
る
家
に
子
牛
を
預
け
た
。子
牛
は
成
長
し
て
子
牛
を
生

み
、新
し
い
家
に
そ
の
子
牛
預
け
て
村
全
体
の
所
得
を
向
上
さ
せ
た
。

こ
う
し
た
援
助
は
自
立
に
つ
な
が
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
を
受
け
入
れ
支
援
す
る
こ
と
を
考
え
て
み
た
。

現
金
を
送
っ
て
支
援
す
る
こ
と
。

孤
児
た
ち
に
は
こ
こ
ろ
の
里
親
に
な
っ
て
支
援
す
る
こ
と
。

養
子
縁
組
を
し
て
子
ど
も
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
。

避
難
民
を
受
け
入
れ
モ
ノ
づ
く
り
技
術
を
学
ば
せ
働
く
機
会
を
与
え
る
こ
と
。

働
き
た
い
希
望
者
を
多
く
の
日
本
の
福
祉
施
設
で
受
け
入
れ
る
方
法
も
あ
る
。

こ
の
他
に
、評
価
が
高
い
日
本
政
府
の
国
費
留
学
生
制
枠
を
大
き
く
広
げ
て
避
難
民
と
難

民
か
ら
希
望
者
を
募
り
旅
費
の
支
援
ま
で
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

今
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
に
必
要
な
の
は
希
望
で
す
。

経
済
大
国
か
ら
愛
の
大
国
に
な
っ
た
ら
、日
本
の
社
会
に
は
活
気
が
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
法
人
こ
こ
ろ
の
家
族

      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尹 

基（Tauchi M
otoi

）

必
要
な
の
は
希
望
で
す
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■東京のケアハウスに新施設長…4 頁　　■ワンポイント体操・韓国料理…5 頁　　■インタビュー／峯野龍弘さん…6～7 ページ
■おんどる…８～９頁　　■ちいさな芽…10頁　　　　　　　　　　
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田
内
千
鶴
子
生
誕
1
1
0
周

年
記
念
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ

る
「
木
浦
市
民
の
皆
様
あ
り
が

と
う
」
感
謝
碑
建
立
、
木
浦
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
が

３
月
29
日
、
東
京
・
淀
橋
教
会

で
開
催
さ
れ
、
感
謝
碑
除
幕
式

に
日
本
か
ら
1
0
0
0
人
の
参

加
団
を
募
集
し
、
参
加
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、勝
山
健
一
郎
師
（
大

島
シ
オ
ン
教
会
牧
師
、
江
東
区

牧
師
会
）
の
お
祈
り
で
始
ま
り
、

峯
野
龍
弘
師
（
淀
橋
教
会
牧

師
）、
高
田
義
三
師
（
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
大
阪
教
会
牧
師
）

が
そ
れ
ぞ
れ
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
小

田
彰
師
（
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
田
園

調
布
チ
ャ
ペ
ル
牧
師
）
が
日
韓

交
流
音
楽
祭
へ
の
期
待
を
述
べ

ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
田
内
基

理
事
長
は
、「
母
が
戦
後
間
も

な
い
反
日
風
潮
の
強
か
っ
た
時

代
に
韓
国
・
木
浦
で
3
0
0
0

人
以
上
の
孤
児
を
育
て
、『
韓

国
孤
児
の
母
』
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
田
内
千
鶴

子
を
守
り
続
け
た
木
浦
市
民
た

ち
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
し
た
。
生
誕
1
1
0
周
年
を

記
念
し
て
、
田
内
千
鶴
子
と
木

浦
共
生
園
を
守
っ
た
木
浦
市
民

た
ち
へ
の
感
謝
の
心
と
言
葉
を

伝
え
、
木
浦
市
民
へ
の
感
謝
碑

を
建
て
る
こ
と
で
、
か
つ
て
こ

こ
に
日
韓
の
愛
と
信
頼
と
和
解

が
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
、
未

来
に
残
そ
う
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

続
く
４
月
11
日
に
は
大
阪
の

V
I
P
関
西
セ
ン
タ
ー
（
北
浜
）

で
関
西
実
行
委
員
会
が
持
た

れ
、
高
田
義
三
師
を
中
心
と
す

る
聖
職
者
や
音
楽
関
係
者
ら
20

数
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
村
上

好
伸
師
（
カ
リ
ス
チ
ャ
ペ
ル
牧

師
）
の
お
祈
り
、
藤
森
真
人
師

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
大
阪
教

会
牧
師
）
の
司
会
で
会
は
和
や

か
に
進
行
、自
己
紹
介
で
は
「
韓

国
に
は
何
度
も
行
っ
て
ま
す
」

「
田
内
千
鶴
子
の
生
涯
に
は
感

動
し
ま
し
た
」
等
、
今
回
の
企

画
を
歓
迎
す
る
コ
メ
ン
ト
が
続

き
ま
し
た
。

　

田
内
千
鶴
子
が
最
初
に
共
生

園
を
訪
れ
た
の
は
音
楽
奉
仕
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
で
し

た
。「
田
内
千
鶴
子
の
あ
り
し

日
の
写
真
を
見
る
と
、
若
い
時

教
会
で
伴
奏
し
て
い
る
時
が
一

番
幸
せ
そ
う
で
し
た
」
と
理
事

長
。

田
内
千
鶴
子
を
支
え
た
木
浦
市
民
の
皆
様
あ
り
が
と
う

感
謝
碑
除
幕
式
な
ど
計
画
進
む
田内千鶴子
生誕 110 周年

記念

　コロナ禍や土地利用策の練り直しなど
で、未だ庭の完成には至っておりません
が、広場づくりの第一次整備は完了しつ
つあり、先日も広場から下る通路を整備
したところです。（右写真）広場には、
風に吹かれてやってきた草花がひっそり
と咲いており、これからの庭の整備を待
ち焦がれているようです。
　　　　　　　　＊
　「平和と祈りの庭」プロジェクトは竹
林だった故郷の家の東側の土地（約
2800 ㎡）を整備して公園に生まれ変わ
らせようというもの。韓国の作家による
陶芸作品も配置される予定です。

「平和と祈りの庭」整備進む

東京の実行委員会に参加していただいた皆さま

大阪の実行委員会に参加していただいた皆さま

２



　

ジ
ュ
リ
ア
・
マ
ー
チ
ン
が
校
長
を
務
め(

1
9
0
8
〜
11
年)

、
田
内
千
鶴
子
が
20
歳
で
音
楽
教

師
と
し
て
奉
職(

1
9
3
2
年)

し
た
貞
明(

チ
ョ
ン
ミ
ョ
ン)

女
学
校
は
米
国
南
長
老
教
会
の
宣

教
部
が
全
羅
道
で
持
っ
た
５
か
所
の
伝
道
拠
点(

全
州
、
群
山
、
光
州
、
順
天
、
木
浦)

で
の
教
育

事
業
の
た
め
に
創
設
し
た
近
代
教
育
施
設
の
一
つ
で
、こ
れ
ら
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
は
日
韓
合

併(

1
9
1
0
年)

後
に
は
朝
鮮
総
督
府
の
神
社
参
拝
強
要
な
ど
皇
民
化
教
育
に
反
対
す
る
民
族

運
動
発
信
地
に
な
っ
て
行
く
。

　
田
内
千
鶴
子
が
貞
明
女
学
校
に
赴
任
し
た
の
は
当
時
日
基
（
日
本
基
督
教
会
）
木
浦
教
会
の

会
員
で
貞
明
女
高
の
英
語
教
師
で
あ
っ
た
高
尾
益
太
郎
の
推
薦
だ
っ
た
。
日
韓
併
合
期
、
日
基
は

植
民
地
伝
道
と
し
て
朝
鮮
半
島
各
地
に
教
会
を
作
り
、
千
鶴
子
と
そ
の
母
・
春
も
高
尾
と
交
流

が
あ
っ
た
。千
鶴
子
を
尹
致
浩
に
紹
介
し
た
の
も
高
尾
益
太
郎
だ
っ
た
。当
時
朝
鮮
に
は
支
配
者・

日
本
人
と
被
支
配
者
・
朝
鮮
人
と
い
う
構
図
が
あ
り
、
植
民
地
伝
道
と
い
う
言
葉
か
ら
は
基
督

教
信
徒
の
中
に
も
そ
ん
な
意
識
も
読
み
取
れ
る
が
、
尹
致
浩
と
千
鶴
子
の
結
婚
に
は
英
国
留
学

で
培
っ
た
高
尾
の
長
け
た
国
際
的
視
野
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
1
9
2
8
年
尹
致
浩
が「
共
生
園
」を
作
る
に
あ
た
り
、

当
初
ジ
ュ
リ
ア
・
マ
ー
チ
ン
宣
教
師
が
創
設
資
金
を
支

援
し
た
。
共
生
園
は
園
児
の
増
加
な
ど
で
何
度
か
移
転

を
繰
り
返
し
た
が
、
1
9
3
7
年
に
よ
う
や
く
儒
達
山

（
ユ
ダ
ル
サ
ン)

麓
大
盤
洞(

テ
バ
ン
ド
ン)

の
現
在
地
に

移
転
し
た
。
彼
は
市
内
伝
道
に
、
貧
し
い
身
な
り
の
孤

児
た
ち
を
伴
っ
て
行
進
し
た
た
め
木
浦
市
民
た
ち
か
ら

乞
食
大
将
と
い
う
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
食
料
や
衣
料
の

支
援
を
受
け
た
と
い
う
。
こ
の
時
期
尹
致
浩
は
南
長
老

教
会
が
1
8
9
8
年(

1
9
9
7
年
説
も)

に
木
浦
に
初

め
て
建
て
た
陽
洞(

ヤ
ン
ド
ン)

教
会
の
伝
道
師
で
あ
っ

た
。「
共
生
園
」へ
の
支
援
は
一
般
市
民
に
率
先
し
て
陽

洞
教
会
の
信
徒
が
行
っ
た
。

２　

ジ
ュ
リ
ア
・
マ
ー
チ
ン
宣
教
師
か
ら
尹
致
浩
・
田
内
千
鶴
子
へ

尹致浩、木浦基督教の足跡尹致浩、木浦基督教の足跡 ※4回にわたって連載します

　

３
月
、
こ
こ

ろ
の
家
族
法
人

本
部
お
よ
び
故

郷
の
家
各
施
設

で
職
員
の
永
年

勤
続
表
彰
が
行

わ
れ
、
勤
続
年

数
20
年
以
上
に
な
る
職
員
16
名

に
、
尹
基
理
事
長
か
ら
直
接
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
職
員
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
が
、
今
後
は
よ
り
広
い
範
囲

の
職
員
を
対
象
に
、
定
期
的
に

表
彰
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

永
年
勤
続
表
彰
を
受
け
た
職

員
は
次
の
通
り
で
す
。
敬
称
略
。

　
　
　
　
　

＊

　

本
部
▽
古
田
（
中
村
）
夏
樹

（
事
務
局
長
）、
朴
榮
太
（
事
務

局
長
補
佐
）

　

堺
▽
大
澤
誠
（
施
設
長
）、
斎

藤
礼
子
（
特
養
介
護
職
）、
南
谷

優
子
（
特
養
介
護
職
）、
岡
前
や

す
子
（
特
養
介
護
職
）、
津
村
美

代
子
（
特
養
介
護
補
助
）

　

大
阪
▽
田
中
久
美
子
（
ケ
ア

マ
ネ
）、
高
俊
子
（
登
録
ヘ
ル

パ
ー
）

　

神
戸
▽
川
口
慶
子
（
特
養
介

護
職
）、
大
森
貴
美
栄
（
特
養
介

護
補
助
）、
片
岡
東
洋
子
（
デ
イ

看
護
職
）、
中
村
仁
昭
（
デ
イ
運

転
手
）

　

京
都
▽
藤
原
一
臣（
施
設
長
）、

川
越
孝
男
（
介
護
課
長
）

　

東
京
▽
朴
正
米
（
施
設
長
）

※

９
ペ
ー
ジ
に
も
関
連
写
真

▲
１
９
０
０
年
当
時
の
貞
明
女
学
校

長い間ありがとう、そしてこれからも
職員の永年勤続表彰を実施

理事長から感謝状を受け取る職員

3



　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
故
郷

の
家
・
京
都
に
は
、ユ
ニ
ッ
ト
型

短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

普
段
は
ご
自
宅
で
過
ご
さ
れ
て
い

る
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

が
、
ご
家
族
の
旅
行
や
少
し
体
調

が
良
く
な
い
な
ど
で
短
期
間
ご
利

用
で
き
る
第
2
の
ご
自
宅
で
す
。

今
号
は
、
介
護
職
員
で
1
年
半
前

か
ら
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
ユ
ニ
ッ

ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
中
村
紘

輔
さ
ん
に
仕
事
の
楽
し
さ
を
聞
き

ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
1
9
7
9
年
生
ま

れ
、
現
在
43
歳
で
す
。
高
校
卒
業

後
は
介
護
と
は
別
の
仕
事
に
就

職
。
26
歳
の
時
、
親
戚
の
1
人
か

ら
介
護
の
仕
事
を
勧
め
ら
れ
福
祉

の
世
界
に
飛
び
込
む
こ
と
に
。
子

ど
も
の
頃
か
ら
の
中
村
さ
ん
の
優

し
い
性
格
を
見
て
い
て
「
こ
の
仕

事
が
む
い
て
い
る
」
と
、
強
く
勧

め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。

　

福
祉
の
資
格
は
持
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
病
院
で
介
護
職
を
し
な
が
ら

勉
強
。
先
輩
に
も
教
え
て
も
ら
い

資
格
試
験
に
挑
戦
し
、
介
護
福
祉

士
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
福
祉
の
仕
事
を
高
め
た

い
と
2
0
1
8
年
9
月
1
日
、
故

郷
の
家
・
京
都
に
入
職
。
慣
れ
な

い
場
所
で
し
た
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
良
さ
に
救
わ
れ
ま
し
た
。
先
輩

職
員
が
て
い
ね
い
に
指
導
し
て
く

れ
る
こ
と
や
、
人
生

の
大
先
輩
で
あ
る
ご

利
用
者
の
こ
れ
ま
で

を
知
る
こ
と
で
仕
事

が
楽
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
の
仕

事
の
良
い
と
こ
ろ

は
、
自
分
が
知
ら
な

か
っ
た
人
た
ち
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
、
自
分
が

出
逢
っ
た
こ
と
の
な
い
世
界
を
知

れ
た
こ
と
と
、
中
村
さ
ん
。
韓
国

人
職
員
や
ご
利
用
者
さ
ん
と
は
始

め
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
話
を
す

る
と
親
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は
、
個
人
プ

レ
ー
に
は
な
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
が
得

意
な
事
を
出
し
合
っ
て
職
員
の
全

員
プ
レ
ー
で
ご
利
用
者
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　

中
村
さ
ん
の
得
意
分
野
は
、レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
ご
利
用
者
を

楽
し
ま
せ
る
こ
と
で
す
。コ
ロ
ナ

禍
以
前
に
開
催
し
て
い
た
イ
ベ
ン

ト
で
は
「
す
ご
く
上
手
に
盛
り
上

げ
て
く
れ
、
ご
利
用
者
の
笑
顔
を

引
き
出
す
」
と
、
同
僚
も
太
鼓
判

を
押
し
ま
す
。
座
っ
て
で
き
る
体

操
な
ど
身
体
と
心
を
整
え
る
役
目

も
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。
中
村
さ

ん
は
「
仕
事
を
し
な
が
ら
の
資
格

取
得
の
勉
強
は
、
実
践
が
伴
う
こ

と
や
先
輩
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と

で
取
り
や
す
か
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」
と
話
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ご
利
用
者
さ
ん
と
外
出
し
た
京

都
の
い
ろ
ん
な
名
所
に
も
お
連
れ

し
た
い
で
す
と
、
優
し
い
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

職員さん
登場

故郷の家・京都　
⑱

中村紘輔さん

ショートステイ  ユニットリーダー

　

故
郷
の
家
・
東
京
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
施
設
長
に
、
４
月
１
日
付
で

塩
川
優
子
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

塩
川
さ
ん
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
東
京
。
専
門
学
校
で
社
会
福
祉

を
学
び
、
介
護
士
・
介
護
福
祉
士
と
し
て
す
で
に
30
年
の
キ
ャ
リ

ア
を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。
故
郷
の
家
・
東
京
に
は
2
0
1
8
年
に

介
護
士
と
し
て
入
職
、
そ
の
後
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
。
直
近
は
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
兼
介
護
課
長
代
理
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

故
郷
の
家
に
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
時
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
付

近
の
韓
国
風
の
飾
り
に
目
を
引
か
れ
た
こ
と
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
国
籍
の
人
が
働
い
て
い
る
こ
と
も
印
象
的
だ
っ
た
、
と
塩
川
さ

ん
。
　
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ご
家
族
と
自
由
に
会
え
ず
、
外
出
も
思
う
よ

う
に
で
き
な
い
今
の
状
況
で
ど
う
し
た
ら
入
居
者
さ
ん
が
ス
ト
レ

ス
な
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
か
、
難
し
い
時
期
で
す
。一
方
、
自

分
も
特
養
か
ら
ケ
ア
ハ
ウ
ス
担
当
に
な
り
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
い
っ

ぱ
い
。
ま
ず
は
そ
こ
か
ら
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

趣
味
は
旅
行
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
イ
ブ
に
行
く
こ
と
で
す
が
、コ

ロ
ナ
禍
が
終
息
す
る
ま
で
、
し
ば
ら
く
は
我
慢
が
続
き
そ
う
で
す
。

ケアハウス
施設長に塩川さん
故郷の家・東京

ご
利
用
者
と
一
緒
に
、
中
村
さ
ん
（
左
）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

ご
利
用
者
を
楽
し
ま
せ
る

４



　今回は、ご利用者か
らも人気の高いキムチ
ポックム(キムチの炒
め物 )をご紹介しま
す。
　キムチにはうれしい
効果がたくさんありま
す。
　辛味成分であるカプ

サイシンには、代謝を上げる効果と脂肪を分解する役割があ
り、有酸素運動と合わせることで分解された脂肪が燃焼できま
す。
　また、キムチに含まれる植物性の乳酸菌は、ヨーグルトなど
の動物性の乳酸菌より胃酸に強く、生きたまま腸に届きやすい
と言われています。ただ、乳酸菌は熱に弱いので40度以上の熱
を加え続けると死んでしまいます。
　キムチの乳酸菌を効果的に摂取するにはそのまま食べるのが
一番ですが、加熱により死んでしまった乳酸菌も腸内細菌の餌
となるため、腸内環境の改善に役立ちます

故郷の家　管理栄養士　　
　　　　　　柴田　智絵

①塩コショウで下味を付けた豚肉に、軽く片栗粉をまぶして
おく。
②熱したフライパンにサラダ油を入れ、豚バラ肉を広げて重
ならない様に入れる。焼き色がついてきたら、玉葱・長
葱・豆もやし・白菜キムチの順に炒める。
③野菜がしんなりしてきたら、ニラとキムチポックムのたれ
を加える。
④全体にたれが混ざったら仕上げにごま油で香りを付ける。
⑤お皿に盛り付け、煎りごまを振りかけたら完成です。

（4人前）

　肉体労働やデスクワークなどで起こりやすい症

状としてよくあるのが、椎間板ヘルニア・ぎっく

り腰・坐骨神経痛など。これらの症状が出る原因

は様々ですが、悪い姿勢が大きな原因となること

が多く、その中でもよくある姿勢が「猫背」。こ

れを改善・予防するためのストレッチ運動を紹介

します。

故郷の家　
機能訓練士　中橋 学

介護予防やリハビリに！

姿勢改善体操

キムチポックム

①まず頭の後ろで両肘を持ちます。

この運動を１日３セット行うことで猫背の予防・
改善に効果があるので、休憩の合間や隙間時間
に行いましょう。

★ 肩部・背部の運動

②息を吸いながらゆっく
りと、５秒数えながら斜
め後ろ方向に腕を伸ばし
ます。
※肩回りに痛みが出る人
は痛みが出ない程度に行
いましょう。

③息を吐きながらゆっくり
と、５秒数えながら同じ
く斜め後ろ方向に伸ばし
ます。

④脱力し、身体の力を抜
きます。
※この際に猫背にならな
いように注意してくださ
い。

豚バラ肉....... 300ｇ
片栗粉.......... 適量
玉ネギ.......... 1/2個
長ネギ.......... 1/2本
豆もやし....... 200ｇ

白菜キムチ..... 200ｇ
ニラ .............. 1/2束
サラダ油........ 適量
ごま油........... 適量
煎りごま........ 大さじ1

※醤油の半量を魚醤 ( ナンプラー ) に、日本酒の代わりに
マッコリを使うとより本場の味に近づきます

【キムチポックムのたれ】
コチュジャン ... 大さじ 2
醤油 ................ 大さじ 1
酒 ................... 大さじ 1
砂糖 ................ 大さじ 1

にんにくすりおろし.... 大さじ 1
ショウガすりおろし.... 小さじ 1
粗挽き黒こしょう....... 少々
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│
│
当
法
人
の
尹
基
理
事
長
と
初
め
て

会
っ
た
の
は
い
つ
で
す
か

　
峯
野
　
法
人
が
設
立
さ
れ
る
前
の
1
9
7
1

年
に
遡
り
ま
す
。
当
時
、
韓
国
木
浦
の
児
童
養

護
施
設
「
共
生
園
」の
園
長
だ
っ
た
尹
基
理
事

長
が
、
共
生
園
の
「
水
仙
花
合
唱
団
」
を
引
率

し 

初
め
て
日
本
の
10
都
市
を
訪
問
。
荻
窪
栄

光
教
会
の
牧
師
だ
っ
た
森
山
諭
さ
ん
が
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
誘
っ
て
く
れ
出
席
し
ま
し
た
。
私
は

淀
橋
教
会
で
牧
師
を
始
め
た
こ
ろ
で
し
た
。
そ

こ
で
尹
基
理
事
長
と
初
め
て
出
会
い
ま
し
た
。

　
│
│
理
事
長
の
第
一
印
象
は
い
か
が
で
し
た

　
峯
野
　
一
言
話
し
た
だ
け
で
、
身
体
の
中
の

大
き
な
愛
と
夢
と
ビ
ジ
ョ
ン
が
ほ
と
ば
し
り
で

て
る
よ
う
で
し
た
。
歩
き
方
も
胸
を
張
っ
て

堂
々
と
し
て
、
小
柄
な
方
で
す
が
大
男
の
よ
う

な
印
象
で
し
た
。
そ
の
後
、
何
回
か
お
目
に
か

か
る
た
び
に
彼
こ
そ
が
神
様
に
選
ば
れ
た
尊
い

大
き
な
器
だ
と
思
い
、
そ
の
思
い
は
今
で
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　
│
│
初
対
面
か
ら
51
年
が
経
つ
の
で
す
ね

　
峯
野
　
話
せ
ば
話
す
ほ
ど
共
感
す
る
こ
と

が
多
く
て
、
心
が
1
つ
に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う

な
兄
弟
の
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。い
つ
し
か
、

周
囲
が
無
謀
だ
と
思
う
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
事
業
の
片
棒
を
か
つ
ぐ
よ
う
な
関
係
に

な
っ
て
い
て
（
笑
）。

　
│
│「
こ
こ
ろ
の
家
族
」の
運
動
に
関
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
経
緯
は

　
峯
野
　
水
仙
花
合
唱
団
が
来
日
し
た
4
年

後
、
私
は
韓
国
の
教
会
へ
招
か
れ
ま
す
。
淀
橋

教
会
は
、
世
界
に
も
門
戸
を
開
い
た
教
会
で
、

韓
国
の
永
楽
教
会
の
韓
景
職
（
ハ
ン
・
ギ
ョ
ン

ジ
ク
）牧
師
や
韓
国
キ
ャ
ン
パ
ス・ク
ル
セ
ー
ド・

フ
ォ
ー
・
ク
ラ
イ
ス
ト
（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
創
始
者
の

金
俊
坤
（
キ
ム
・
ジ
ュ
ン
ゴ
ン
）
牧
師
ら
と
の

交
流
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
2
人
の
先
生
が「
若

い
牧
師
に
韓
国
と
の
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
」

と
、
私
を
韓
国
に
招
い
て
く
れ
た
ん
で
す
。
そ

の
時
に
韓
国
で
宿
泊
し
た
の
が
ピ
ア
ソ
ン
神
学

校
の
宿
舎
で
、
同
校
の
校
長
と
親
し
か
っ
た
の

が
尹
基
理
事
長
の
お
姉
様
の
ご
主
人
。
不
思
議

な
ご
縁
で
お
姉
様
に
も
お
会
い
し
ま
し
た
。ソ

ウ
ル
か
ら
い
く
つ
か
の
教
会
で
説
教
を
し
て
回

り
、
木
浦
共
生
園
も
訪
問
。
帰
国
し
た
矢
先
に

こ
こ
ろ
の
里
親
協
力
会
が
発
足
さ
れ
る
こ
と
を

聞
き
、
森
山
牧
師
に
頼
ま
れ
て
委
員
の
一
人
に

な
り
ま
し
た
。

　
│
│
共
生
園
を
訪
れ
た
時
の
感
想
は

　
峯
野
　
伝
道
師
だ
っ
た
理
事
長
の
お
父
様
の

尹
致
浩
（
ユ
ン
・
チ
ホ
）
さ
ん
が
孤
児
と
の
共

同
生
活
か
ら
始
め
た
歴
史
は
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
私
が
訪
問
し
た
と
き
は
す
で
に
し
っ
か
り

と
し
た
「
愛
の
家
」
に
な
っ
て
い
て
子
ど
も
た

ち
が
屈
託
無
く
過
ご
し
て
い
る
姿
に
感
動
し

ま
し
た
。「
日
本
に
こ
れ
に
類
す
る
も
の
が
ど

れ
ほ
ど
あ
る
か
な
？
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
│
│
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
は
ご
ざ
い
ま

す
か

　
峯
野
　
私
は
横
浜
駅
の
近
く
、
泉
町
で
生

ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

　
1
9
3
9
年
生
ま
れ
で
、
幼
少
期
は
第
2
次

世
界
大
戦
の
た
だ
中
。
国
民
学
校
1
年
生
に

な
る
直
前
に
終
戦
、
と
い
う
社
会
情
勢
で
し

た
。
あ
る
日
、
横
浜
は
大
空
襲
に
襲
わ
れ
、
火

の
中
を
か
い
く
ぐ
り
な
が
ら
私
は
高
射
砲
陣

地
の
方
に
逃
げ
た
。
そ
の
近
く
に
行
っ
た
ら
馬

に
乗
っ
た
兵
隊
が
私
を
見
て
「
ぼ
う
や
危
な

い
！
」
と
か
ば
っ
て
く
れ
た
と
こ
ろ
に
焼
夷
弾

が
落
ち
て
き
て
ね
。
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き

た
。
逃
げ
な
が
ら
多
く
の
人
が
近
く
に
あ
る
川

の
中
に
飛
び
込
ん
で
い
る
姿
が
強
烈
に
頭
に

焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
母
は
私
を
命
が
け
で
探

し
、
母
も
ほ
か
の
方
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
助

か
っ
て
焼
け
跡
で
再
会
し
た
。
父
は
神
奈
川
県

庁
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
日
の
明
る
い
う
ち
に

県
庁
か
ら
歩
い
て
家
族
を
探
し
た
。
焼
け
た

自
宅
跡
付
近
で
奇
跡
的
に
親
子
3
人
が
再
会

で
き
ま
し
た
。

　
│
│
ご
両
親
の
こ
と
を
お
聞
き
で
き
ま
す

か　
峯
野
　
両
親
の
こ
と
は
ぜ
ひ
話
し
て
お
き

た
い
こ
と
で
す
。
私
が
牧
師
と
い
う
仕
事
に
就

く
源
流
に
な
っ
た
の
が
両
親
、
特
に
父
親
で
し

た
。

　
父
・
龍
男
は
、
山
梨
県
の
財
産
家
の
4
人
兄

弟
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
16

歳
で
父
親
を
亡
く
し
、
母
親
も
す
で
に
亡
く

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
本
家
分
家
の
争
い
が
起

こ
り
、
兄
弟
が
分
散
し
て
親
戚
に
預
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
父
は
そ
れ
に
反
抗

し
て
本
家
と
は
縁
を
切
り
単
身
上
京
。
東
京

港
の
築
港
人
足
か
ら
始
ま
り
、
東
京
府
の
水

道
局
、
そ
し
て
横
浜
に
移
り
病
院
勤
め
、
代
議

士
秘
書
な
ど
を
経
て
代
議
士
の
推
薦
で
神
奈

川
県
の
上
級
官
史
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、で
す
。
父
は
、
日
中
は
実
直
な

紳
士
で
す
が
、
夜
に
な
る
と
大
酒
を
飲
み
酒
乱

で
暴
れ
る
。
酒
と
女
に
遊
び
狂
う
道
楽
三
昧

な
父
に
豹
変
す
る
の
で
す
。
常
に
お
付
き
合
い

し
て
い
る
複
数
の
女
性
が
い
て
、
そ
の
見
知
ら

ぬ
婦
人
を
連
れ
て
自
宅
に
帰
り
、
再
び
酒
盛

り
を
す
る
。
そ
し
て
母
を
召
し
使
い
の
よ
う
に

扱
う
。
浴
び
る
ほ
ど
お
酒
を
飲
ん
で
は
深
夜
に

帰
宅
し
、
私
た
ち
に
乱
暴
を
働
か
な
か
っ
た
日

は
1
日
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
母
の
身
体
に

は
生
傷
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
堅
い
黒
檀
の

テ
ー
ブ
ル
の
脚
で
母
の
頭
を
殴
り
大
怪
我
を

さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
私
と
母
は
、
父
が
帰

る
と
安
全
な
場
所
に
避
難
し
た
り
、
近
所
の
人

に
か
く
ま
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。し
か
も
、父
は
生
活
費
も
入
れ
な
い
。母
は
、

よ
そ
の
家
で
掃
除
や
洗
濯
を
し
て
日
銭
を
稼

い
だ
り
、洋
服
の
行
商
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。

母
の
苦
労
は
並
大
抵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。つ
い
に
母
は
自
殺
を
試
み
ま
す
。
し
か
も

3
度
も
。
1
回
目
は
鉄
道
に
身
を
な
げ
て
。
2

回
目
は
自
分
の
舌
を
か
み
切
っ
て
。
3
回
目
は

ネ
ズ
ミ
駆
除
の
毒
薬
を
服
毒
し
て
。
発
見
す
る

の
は
私
で
す
。「
か
あ
ち
ゃ
ん
が
死
ぬ
！
か
あ

ち
ゃ
ん
が
死
ぬ
」
と
近
所
に
助
け
を
求
め
て
、

輪
タ
ク
に
乗
せ
て
病
院
に
連
れ
て
行
き
、
幸
い

な
こ
と
に
3
度
と
も
命
を
取
り
留
め
ま
し
た
。

　
│
│
壮
絶
な
体
験
を
さ
れ
て
い
た

　
峯
野
　
父
か
ら
暴
力
を
振
る
わ
れ
な
が
ら

も
私
を
守
り
、
必
死
に
育
て
て
く
れ
た
母
が
、

生
み
の
母
で
は
な
い
と
知
っ
た
の
は
、
私
が
牧

師
に
な
り
父
が
亡
く
な
っ
た
後
で
し
た
。
生
み

の
母
は
、
父
の
酒
癖
や
女
癖
の
悪
さ
を
知
り
、

私
を
残
し
て
出
て
行
っ
た
。
そ
の
頃
病
院
に
勤

め
て
い
た
父
が
、
見
習
い
看
護
師
だ
っ
た
母
と

結
婚
。
血
の
つ
な
が
っ
て
い
な
い
私
の
た
め
に

父
の
暴
力
か
ら
逃
げ
も
せ
ず
か
ば
い
続
け
て
く

れ
た
母
は
本
当
の
「
愛
の
人
」
で
し
た
。

　
峯
野
　
夜
に
な
る
と
野
宿
し
て
バ
ラ
ッ
ク
の

家
で
夜
露
を
し
の
い
だ
り
し
て
い
る
う
ち
、
と

う
と
う
父
を
本
当
に
殺
し
て
し
ま
い
た
い
と
思

い
始
め
ま
し
た
。
心
が
病
み
、
す
さ
ん
だ
少
年

時
代
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
戦
後
、
進
駐
軍
が

入
っ
て
き
て
か
ま
ぼ
こ
形
の
教
会
が
建
ち
始
め

た
。
そ
こ
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
あ
り
行
っ
て
み

る
と
教
会
の
中
が
ほ
っ
と
す
る
感
じ
で
、
落
ち

着
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
古
本
屋
で

聖
書
を
買
っ
て
読
み
始
め
ま
し
た
。
と
に
か
く

救
い
が
欲
し
か
っ
た
私
は
、
1
人
で
聖
書
を
読

み
人
生
の
指
針
の
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
│
│
お
父
様
の
行
動
は
収
ま
り
ま
し
た
か

　
峯
野
　
改
ま
る
様
子
は
ま
っ
た
く
な
く
、
父

へ
の
憎
し
み
と
殺
意
は
募
る
一
方
で
し
た
。
そ

ん
な
あ
る
日
、
近
所
に
住
む
婦
人
か
ら
「
私
の

行
っ
て
る
教
会
に
一
度
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
」
と
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
が
蒲
田
シ

オ
ン
教
会
で
し
た
。
初
め
て
そ
の
教
会
に
入
っ

た
時
の
感
動
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が

本
当
に
温
か
く
迎
え
て
く
れ
、
暴
力
と
憎
し
み

に
満
ち
た
私
の
家
庭
と
は
天
と
地
ほ
ど
の
違
い

で
し
た
。
説
教
者
の
「
重
荷
を
持
ち
、
救
わ
れ

た
い
人
は
前
に
進
み
出
て
く
だ
さ
い
。
お
祈
り

し
ま
し
ょ
う
」の
言
葉
に
私
は
、
反
射
的
に
立

ち
上
が
っ
た
の
で
す
。
前
に
進
み
出
る
と
説
教

者
は
こ
う
祈
り
ま
し
た
。「
私
は
こ
の
兄
弟
が

ど
ん
な
人
生
を
送
っ
て
き
た
か
は
知
り
ま
せ
ん

が
、
神
様
は
分
か
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
よ
。
す
べ
て
が
新
し
く
な

り
、
心
の
重
荷
は
す
べ
て
取
り
除
か
れ
、『
電

信
柱
に
花
が
咲
き
、
焼
い
た
魚
が
泳
ぎ
出
す
』

よ
う
な
幸
せ
な
人
生
が
始
ま
り
ま
す
」
と
。
そ

の
例
え
が
お
も
し
ろ
く
て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
言
葉
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
父
親
の
こ
と
や
自
分
の
生
き
方
な
ど
ず
っ
と

肩
に
重
り
を
背
負
っ
て
る
よ
う
な
気
が
し
て
た

の
が
、
そ
の
夜
、ス
ッ
と
そ
の
重
り
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
今
ま
で
、
暗
闇
の
中
で
生
き
て
い

た
の
に
、
世
界
が
昼
間
の
よ
う
に
明
る
い
と
感

じ
ま
し
た
。
そ
れ
が
神
様
の
救
い
か
？
と
。

　
そ
れ
か
ら
明
け
て
も
く
れ
て
も
教
会
通
い
を

し
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
集
会
に
も
参
加
。
む
さ

ぼ
る
よ
う
に
聖
書
を
読
み
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
私
の
姿
を
見
て
母
も
教
会
に
通
う
よ
う
に
。

蒲
田
シ
オ
ン
教
会
か
ら
、
そ
の
後
、
清
水
ヶ
丘

 
さん

教
会
に
移
り
、
同
教
会
で
洗
礼
を
受
け
私
の
母

教
会
と
な
り
ま
し
た
。
妻
・
美
沙
子
と
も
出
会

い
ま
し
た
。
美
沙
子
は
同
教
会
の
オ
ル
ガ
ニ
ス

ト
で
日
曜
学
校
の
先
輩
教
師
で
し
た
。

　
│
│
教
会
生
活
を
経
て
牧
師
を
目
指
す
よ

う
に
な
ら
れ
た
の
で
す
か

　
峯
野
　
私
は
自
分
の
生
い
立
ち
か
ら
、
同
じ

よ
う
な
境
遇
の
人
た
ち
を
法
的
な
立
場
で
助

け
た
い
と
法
律
家
に
な
る
べ
く
大
学
で
勉
強
。

司
法
試
験
の
受
験
準
備
も
始
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
の
心
が
変
わ
ら
な
い
限
り
は
、
人

間
は
真
に
救
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
大
学
卒
業

後
、
神
学
校
に
進
む
決
意
を
し
て
両
親
に
伝
え

た
と
こ
ろ
父
は
烈
火
の
ご
と
く
激
怒
。
私
を
殴

り
家
か
ら
追
い
出
し
た
。で
も
私
の
決
意
は
変

わ
ら
ず
、
東
京
聖
書
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。

　
│
│
お
父
様
は
反
対
さ
れ
た
ま
ま
で
し
た

か　
峯
野
　
そ
の
頃
父
は
、
あ
る
新
興
宗
教
に
入

信
し
て
い
て
地
区
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
を
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
怒
り
も
相
当
で
し
た
が
、
実
は

職
場
で
こ
っ
そ
り
聖
書
を
読
ん
で
い
た
よ
う
で

す
。
そ
し
て
私
の
結
婚
式
の
時
、
披
露
宴
の
最

後
の
親
の
挨
拶
で
私
を
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
ま
す
。

父
は
「
私
も
今
日
か
ら
息
子
た
ち
の
あ
と
に
つ

い
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
宣
言
し
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
父
は
、

女
性
関
係
を
整
理
し
酒
を
飲
ま
な
く
な
り
、

ま
さ
に
「
生
ま
れ
変
わ
り
」
ま
し
た
。
私
が
最

初
に
赴
任
し
た
桜
ヶ
丘
教
会
の
庭
の
剪
定
を

し
て
く
れ
た
り
、
淀
橋
教
会
で
も
掃
除
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
69
歳

で
、
ガ
ン
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
│
│
淀
橋
教
会
は
規
模
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
「
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
礼
拝
堂
」の
荘
厳
さ
な
ど

も
素
晴
ら
し
い
会
堂
で
す
。
新
会
堂
建
設
に
当

た
っ
て
は
峯
野
先
生
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ

た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す

　
峯
野
　
こ
の
良
い
立
地
を
活
か
し
て
す
べ
て

の
教
会
、
地
域
社
会
の
た
め
に
も
何
か
お
役
に

た
て
る
空
間
を
、
と
2
千
名
が
集
ま
れ
る
楽
し

い
会
堂
を
意
識
し
ま
し
た
。「
光
と
水
と
緑
の

教
会
堂
」
を
目
指
し
、
様
々
な
私
の
イ
メ
ー
ジ

を
著
名
な
教
会
建
築
家
・
稲
富
昭
氏
が
見
事

に
具
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。
教
育
や
医
学
、
福

祉
な
ど
人
道
的
な
催
し
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
、

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
│
│
故
郷
の
家
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
で

あ
れ
ば
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
か

　
峯
野
　「
愛
の
楽
園
つ
く
り
」
が
施
設
の
理

想
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
故
郷
の
家
で
暮
ら
し

て「
う
れ
し
い
、楽
し
い
、良
か
っ
た
」と
思
え
る
、

宗
教
を
越
え
て
霊
的
な
安
息
を
戴
く
全
人
的

な
ケ
ア
が
で
き
る
場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
職
員
の
方
々
が
肉
体
的
に
も
精

神
的
に
も
心
底
充
実
し
な
が
ら
働
け
る
施
設

で
あ
る
よ
う
に
運
営
側
も
日
々
検
証
し
な
が

ら
共
に
作
っ
て
い
け
た
ら
と
、
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
＊

　
峯
野
龍
弘
（
み
ね
の
　
た
つ
ひ
ろ
）

　
ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
・
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
団
淀
橋
教

会
主
管
牧
師
。
N
P
O
法
人
ワ
ー
ル
ド・ビ
ジ
ョ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
総
裁
・
名
誉
会
長
。
ビ
リ
ー
グ

ラ
ハ
ム
東
京
国
際
大
会
実
行
委
員
長
。
日
本
福

音
同
盟
理
事
長
。
社
会
福
祉
法
人
キ
ン
グ
ス
・

ガ
ー
デ
ン
東
京
理
事
。
社
会
福
祉
法
人
こ
こ
ろ

の
家
族
評
議
員
な
ど
を
歴
任
。

　
1
9
3
9
年
横
浜
生
ま
れ
。
日
本
大
学
法
学

部
法
律
学
科
、
東
京
聖
書
学
校
卒
業
後
、
65

年
〜
68
年
日
本
基
督
教
団
桜
ヶ
丘
教
会
に
て

牧
会
。
68
年
淀
橋
教
会
に
赴
任
。
72
年
淀
橋

教
会
主
任
牧
師
。

　
自
伝
「
愛
ひ
と
す
じ
に
」（
い
の
ち
の
こ
と
ば

社
）
な
ど
著
書
多
数
。

　

多
国
籍
の
お
店
が
並
ぶ
若
者
た
ち
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
東
京
・
大
久
保
。
多
く
の
人
た
ち
で
賑
わ
う
大
久
保
駅
の
す
ぐ
そ
ば
に

静
か
に
佇
む
ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
・
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
団
﹁
淀
橋
教
会
﹂。
今
年
創
立
1
1
8
年
の
歴
史
を
誇
る
同
教
会
に
は
、
日
本
の

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
し
て
は
最
大
規
模
の
1
2
0
0
席
の
座
席
を
有
す
る
荘
厳
な
礼
拝
堂
が
あ
り
ま
す
。
第
5
代
主
管
牧

師
の
峯
野
龍
弘
さ
ん
は
、54
年
前
に
牧
師
と
し
て
赴
任
。
そ
の
4
年
後
に
弱
冠
32
歳
の
若
さ
で
主
任
牧
師
の
命
を
受
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
当
法
人
﹁
こ
こ
ろ
の
家
族
﹂
の
評
議
員
も
務
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
重
荷
を
持
つ
人
た
ち
に
深
い
愛
で
接
し
、

神
様
の
心
を
伝
え
る
峯
野
主
管
牧
師
が
誕
生
す
る
ま
で
に
は
、苦
悩
の
奇
跡
の
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

峯野 龍弘

す
さ
ん
だ
少
年
時
代
、

聖
書
と
出
会
っ
て

母
は
本
当
の
「
愛
の
人
」
だ
っ
た

故
郷
の
家
は
宗
教
を

超
え
た
安
息
の
場
に
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堺・大阪・神戸・京都・東京 ───
「故郷の家」各施設のホットな話題をお伝えします
※各施設のブログもご覧ください。QRコードからどうぞ！

京都
堺

　
故
郷
の
家・京
都
で
は
　
月
に
1
回
、

手
芸
サ
ー
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
2

名
の
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
の
も

と
、
入
居
者
様
数
名
と
一
緒
に
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
作
っ
て
、
楽
し
く
行
っ
て

い
ま
す
。

　
塗
り
絵
を
し
た
り
、い
ろ
い
ろ
な
色

の
シ
ー
ル
を
使
っ
て
、
絵
を
完
成
さ
せ

た
り
、
ま
た
折
り
紙
を
使
っ
て
、
飾
り

物
を
作
成
し
た
り
。
も
ち
ろ
ん
、
毛
糸

を
使
っ
て
編
み
物
を
楽
し
ん
だ
り
と
、

手
先
を
使
っ
て
、
細
か
な
作
品
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
毎
回
、
皆

さ
ん
時
間
を
忘
れ
、
集
中
し
て
取
り
組

む
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
す
。

　4月8日、お花見をしました。昨年同様、施設の敷地内で開催する
ことになりました。
　天気は快晴で、心地よい風が吹く中、1 階の駐車スペースに看板
を出し屋台を出店。屋台メニューは皆さん大好きな「たこ焼き」です。
　1 日の中で、時間を区切り、フロア・ユニットごとに、順番に 1 階
に降りて来られ、外であつあつのたこ焼きを堪能しました。
　参加された方からは「たこ焼き好きやねん。あつあつで、おいしい
わ」「やっぱり外の空気はえぇなぁ」という声が聞かれました。
　施設の桜もすこし散っていましたが、青空のもと、皆さん元気に
体操も行い、とても良い気分転換になったと思います。

鯉
の
ぼ
り
掛
け
軸
を
作
成
中

　4 月 4日（月）　故郷の家の 1階庭の桜も満開になり、デイ
サービスの皆様と花見をしました。
 　天候にも恵まれ、春の BGM を流しながらノンアルコール
ビールとさくら餅で乾杯しました。
 　ご利用者は「コロナ禍でなかなか外出ができないので、こ
こで花見ができて良かった」「外で食べるさくら餅とノンアル
コールビールも最高」と、良い笑顔を見せて下さりました。皆
様で集合写真を撮り、良い思い出作りとなりました。

　5月に向け、鯉のぼり掛け軸を作成しています。
　千代紙、画用紙を丁寧に貼り合わせ、細かい作業を繰
り返し、完成すると今にも動き出すかのような立体のあ
る作品つくりができました。
　ご利用者も「家に飾るね」「可愛いのができた」「どん
な色の組み合わせが良いかなぁ～」と達成感を感じてい
ただく事ができました。

手
芸
サ
ー
ク
ル
で
作
品
作
り
に
熱
中

施設の敷地内でお花見

ノンアルコールビールと
さくら餅で乾杯
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東京
神戸

　お花見に行ってきました！
　東京は暑くなったり、寒くなったり、天候の不順に悩まされて
たいへんでしたが、より多くの利用者様を外にお連れできました。
みなさん、桜の美しさに感動されていらっしゃいました。

　3月3日、恒例のひな祭りの行事を行いました。ひな
人形を 1 階カフェに飾り、甘酒を作って皆さんに振る
舞いました。リラックスしながら楽しんで、たいへん喜
んでおられるようでした。

ひな祭りを楽しむ

桜の美しさに感動！

　
3
月
22
日
、
永
年
勤
続
表
彰
授
与
式

を
行
い
、
神
戸
施
設
に
て
勤
続
20
年
以
上

の
職
員
4
名
に
、
理
事
長
よ
り
直
接
感
謝

状
等
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ご
利
用
者
か

ら
も
労
い
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
職
員

は
、こ
れ
か
ら
も
元
気
に
勤
め
て
い
き
た

い
と
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
2
月
1
日
、
旧
正
月
（
ソ
ル
ナ
ル
）
を
迎
え
て

祭
祀
を
行
い
ま
し
た
。
ご
利
用
者
は
思
い
思
い
に
、

家
庭
の
平
安
・
健
康
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。
職
員

一
同
も
利
用
者
さ
ん
の
健
康
や
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着

い
て
、
日
常
に
戻
る
事
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　暖かな日差しに誘われて、大阪センターの
隣の「中川公園」にある桜の大樹が、今年も
大盛りの桜で出迎えてくれました。ついつい
顔がほころんでほっこり笑顔になりました。

大阪

家
庭
の
平
安
・
健
康
を
祈
っ
て

勤
続
20
年
以
上
の

　
　
職
員
に
感
謝
状

満開の桜に笑顔
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こころの家族のルーツ、韓国木浦共生園やその姉妹施設の近況をお伝えします
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　　

　毎月訪れてくださるチャン・ソンホ院長（ヨンセ歯科医院）の
歯科診療ボランティアの様子が KBS 1TV の「愛の家族」で放
映されます（写真左）。
　撮影で緊張することもなく、療養院の利用者数名も登場する
予定です。

　共生園は卒業や進学、就職などで忙しい時期
です。
　今年は園児 4 名、小学生 1 名、中学生 4 名、
高校生4名が卒業、進学しました。
　また新人看護師として木浦の病院に就職した
カン・ソンヒとカン・スンオク（大卒）、食品会社
の paldo に就職したキム・ヒソン（高３）が社会
人としての一歩を踏み出したのもうれしいお知
らせです。
　ドキドキ、ワクワクの新学期や新しいスター
ト！！新たな門出を応援します。
　今年 1 月には共生園も新型コロナに見舞われ
ましたが、集団隔離や皆さんのお心遣いにより
無事に乗り越えることができました。 

共生園（養護施設） 共生再活院（知的障害者施設）

木浦障害者療養院（重度障害者施設）

　共生再活院では毎月職
員の中から優秀従事者を表
彰しています。今月はいつ
も親身に利用者の健康管理
を行い、感染管理責任者と
して 2 年余りにわたって新
型コロナの予防や危機的状
況にも適切に対応してくれ
た看護師のイ・ジニさんを
称え、模範従事者として表
彰しました。

優秀従事者表彰-看護師　イ・ジニさん

体験ホームの紹介

　体験ホームは施設の障がい者が家と同じような環境で日常生
活を体験しながら一定期間を過ごす居住空間です。
　木浦市内の2階建て住宅を活用した体験ホームには 4名の男
性利用者が暮らしています。料理や掃除、通勤、金銭管理、趣
味生活など今後地域社会の中で自立生活ができるように学び、
体験する場所です。

コロナを乗り越え、新しい一歩を
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2022 年 2月・3月の寄付者 ( 敬称略 )

  2022 年 2 月・3月の来訪者・ボランティア ( 敬称略 )

2022 年 2月・3月の寄贈者

李 善惠
枝川 愛の教会
安田 明史
埼玉・コリア21 
小川 満
小川 厚子
河内 恒男
川内 宣子
光成 千比呂
土井 康晴
匿名希望者
新檜尾台校区共
同募金会
ながやま歯科
  永山 成大
佐藤 隆一
佐藤 博子
河 英子
吉澤 まゆみ

財団法人 聖バル
ナバ病院
  サマリヤ会
小村 裕己
李 守陳
中村 啓子
藤田 裕之
畑 正樹
畑 有紀
山口 貞夫
星田 正雄
金 慶光
ペン株式会社
金氏高麗人参
  株式会社
金山 委智夫
河本 八重子
(有)テラヲ貸物店
松下 令子

白川 ご家族
四宮 章夫
㈱スポーツ寿苑 
代表取締役
  鄭 貞子
藤原 一臣
佐藤 幸男
田内 基
田内 緑
多胡 元喜
「ハートサービ
ス運動」募金箱
夫 昇培
株式会社ヤマエ
ンタープライズ 
代表取締役 
  池 正淑
宮原 智文
鄭 文子

大阪府共同募金会
堺地区募金会
社会福祉法人
 尹鶴子共生財団
松岡 虔一
佐藤 美津子
井上 明美
日本キリスト教団
明石教会
小寺 顕一
任 準晩
神﨑 朝子
松本 みゆき
岡 真由美
浅野 和子
松政 六美
オートプロ島田 
島田 隆男
青木 茂

多田出 佳代子
有限会社日本リ
スクマネジメン
ト 代表取締役
  青木 亨
申 佳子
森本 弘義
上本 悠子
杣 浩二
徐 鍾煥
小林 四郎
市川 修二
松井 政男
藤原 興
観寺 伊津美
古田 夏樹
ユニベール財団 
理事長 伊藤 勲
単立キリスト教

八街グレイス教
会　申 鉉錫
峯岸 義則
岡崎 政子
太田 清孝
土肥 正明
京都韓国教育院 
院長 イ ヨンフン
学校法人ヴォ―リ
ス学園
塩浜一丁目町会
田内 文枝
鈴木 和子
故郷の家・東京 
募金箱

■故郷の家(堺)
大島 齢子ご家族
藤澤 千里ご家族
新農 末子ご家族
山村 芳子ご家族
深野 泰男ご家族
原田 洋子ご家族
安井 トシ子ご家族
金 鳳珍ご家族
金剛インタナショ
ナル小学校
あゆみ介護センタ

ー
ユニベール財団
多胡 元喜
金 一姫
北浦 節子
保田 紀子

■故郷の家・大阪
藤原 日順ご家族

■故郷の家・神戸
駐神戸大韓民国総

領事　梁  起豪
金谷 小香ご家族
豊山 順徳ご家族
大薗 共基
(株）平安
村上 順子ご家族
呂  錦順ご家族
尾辻 登美子ご家族
片岡 象二郎ご家族
荒井 三郎ご家族
村瀬 榮子ご家族
宮浦 きみ子ご家族

山中 佐智子ご家族
秋 且善ご家族
橋本 ユキ子ご家族
片岡 東洋子
中村 仁昭
新井 君子ご家族
坂井 シゲノご家族

 ■故郷の家・京都
東原 三郎ご家族
河本 澄子ご家族
完山 守粉ご家族

白 月仙ご家族
山下 千代枝ご家族
的場 みち子ご家族
田花 安子
山内歯科医院
 山内利一郎
在日本大韓民国民
団京都府地方本
部副団長 孔信根

■故郷の家・東京
井ヶ瀬 末子ご家族

信 栄子ご家族
福島 雅子ご家族
松川 清子ご家族
安 江一ご家族
池田 守ご家族
佐野 良一
平安祭典 
 

■故郷の家(堺)
新型コロナ感染予防
のため、ボランティ
ア様の受入れ中止。

■故郷の家・大阪
ガラクタ

■故郷の家・神戸
新型コロナ感染予防
のため、ボランティ
ア様の受入れ中止。

■故郷の家・京都
新型コロナ感染予防
のため、ボランティ
ア様の受入れ中止。

■故郷の家・東京
 新型コロナ感染予防
のため、ボランティ
ア様の受入れ中止。

(敬称略。すべての方のお名前を記しているわけではございません。ご了承ください)

堺
大 阪
東 京

505 ,254  円
  0  円

143 ,104  円

神 戸
京 都
法 人

  489 ,269  円
756 ,016  円

2 ,458 ,310  円

皆様のご支援に感謝申し上げます
2022年 2 月・3月 寄付合計 4,351,953円
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二
重
マ
ス
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
で
き
る

言
葉
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

日
韓
福
祉
交
流
通
信
　
こ
こ
ろ
の
家
族
　
　
20
22
年
5月
1日
発
行（
第
34
5号
）　
購
読
料
：
年
1.
00
0円
（
隔
月
発
行
）

【
ヒ
ン
ト
＝
改
革
が
必
要
だ
と
の
声
も
】

タ
テ
の
カ
ギ

ヨコのカギ

①
戦
禍
を
逃
れ
、日
本
に

も
避
難
民
が
。

②「
腐
っ
て
も
│
│
」

③
悪
者
を
│
│
す
る
。

④
五・七・七

⑦
L
P
や
S
P
、E
P
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

⑧
元
素
記
号
は
P
。

⑩
旬
の
野
菜
な
ど
に
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
を
か
け
て
。

⑫
植
物
の
つ
る
や
竹
、針
金

な
ど
を
編
ん
で
作
っ
た
容

器
。

⑬
軍
艦
巻
き
？ 

そ
れ
と
も

丼
？

在日韓国老人ホームを作る会の働きにより
「こころの家族」が誕生しました。

発行人 ： 田内文枝　編集人 ： 尹基　編集 ： 多胡元喜、佐東まゆみ
法人本部　〒590-0142　大阪府堺市南区檜尾3360-12　
　　　　　☎072-271-0881　Fax 072-271-5474
　　　　　http://www.kokorono.or.jp　
　　　　　E-mail :  kazoku@kokorono.or.jp

　正解者の中から3名さ
まに、韓国製のカラフル
な小銭入れを。かわいい
チャーム付き。
　応募は、はがきにクロ
スワードパズルの答、住
所・氏名・電話番号をお
書きのうえ、
〒590-0142堺市南区
檜尾3360-12「故郷の
家・クイズ係」まで。6月
10日締め切り。

　本誌をお読みになった感想、メッセージなどもどうぞお書き
添えください。

プレゼント

①「泡」の意味です。
⑤後悔。「──を残さない」
⑥例のない、珍しいこと。
⑧常任──、非常任──。
⑨胃痛？　ひょっとして──過多かも？
⑪大仏、鹿といえば。
⑫池坊、草月などさまざまな流派があります。
⑭大流行した「──三兄弟」。

※

前
回
の
答
は「
ハル
イ
チ
バ
ン
」で
し
た
。

ブログ　http://kokyosakai.blog40.fc2.com/
■故郷の家   （堺） 大阪府堺市南区檜尾3360-12　TEL 072-271-0881

ブログ　http://kokyoosaka.blog79.fc2.com/
■故郷の家・大阪 大阪府大阪市生野区中川2-4-26　TEL 06-6753-6580

ブログ　http://kokyokobe.blog40.fc2.com/
■故郷の家・神戸　 兵庫県神戸市長田区東尻池町 7-4-21　TEL 078-651-1555

ブログ　http://kokyokyoto.blog41.fc2.com/
■故郷の家・京都　 京都府京都市南区東九条南松ノ木町47　TEL 075-691-4448

東京都江東区塩浜1-4-48　TEL 03-3644-0555
ブログ　http://kokyotokyo5.blog.fc2.com/

■故郷の家・東京　
お読みになった後はお隣の方にもおまわし下さい

こころの家族は、韓国の地でキリスト教精神に基づき、愛
の生涯を全うした田内千鶴子の志を受け継ぎ、民族・文化
を越えて高齢者、児童、障害者と共に生きる社会づくりを
目指します。

共生園、共生再活院、木浦障がい者養護院、イェソン自立院、
務安自立院、全羅南道家庭委託支援センター、国連世界孤
児の日制定推進運動

A）愛の寄付金　　自由な金額
B）賛助会員月　　1,000 円（年 1万 2千円）
C）留学生支援　　月 5,000 円（年 6万円）
D）１％会員　　　（所得、売上、祝儀、遺産、感謝）
E）  １坪会員　　　35万円(堺)、45万円(神戸)、30万円(京都)、
　　　　　　　　　100万円 ( 東京、大阪 )
F）建設会員　　　 100 万円
G）名誉会員　　　 1 千万円

郵便振替　　　口座番号： 00940-0-329280
　　　　　　　加入者名：社会福祉法人こころの家族
銀行振込　　　銀行名　：三菱UFJ 銀行
　　　　　　　支店名　：光明池支店　普通 1052623
　　　　　　　口座名義：社会福祉法人こころの家族

こころの家族は韓国尹鶴子共生財団が支援する、下記の
施設運営および事業に協力しています。

寄付申込書
年　　　月　　　日

＊寄付申込書は下記まで FAXで、または郵送でお送りください。

お名前

連絡先　〒

TEL

FAX

ふりがな

ご寄付内容　　※支援先（施設名、事業名）を具体的にお書きください。

●（　　　　　　）として（　　　　　　）口　寄付します。
●海外協力事業に（　　　　　　）口　寄付します。

（自宅・会社）

FAX  072-271-5474

ようこそ  こころの家族へ

海外協力事業

ご参加ください

ご送金の方法
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